
十
二
月
二
十
九
日
　

　
山
下
　
光
臣
　
さ
ん
（
庄
内
）

一
月
七
日

　
原
田
　
　
繁
　
さ
ん
（
神
林
）

一
月
十
二
日

　
三
枝
　
由
美
　
さ
ん
（
東
部
）

一
月
十
三
日

　
山
田
　
謙
次
　
さ
ん
（
梓
川
倭
）

一
月
二
十
二
日

　
夏
目
　
和
雄
　
さ
ん
（
波
田
東
部
）

六
月
十
五
日

　
宇
梶
　
勝
正
　
さ
ん
（
第
３
地
区
）

六
月
二
十
六
日

　
赤
津
　
厚
志
　
さ
ん
（
里
山
辺
）

　
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
は
、
シ
ル
バ
ー

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
環
と
し
て
会
員

の
電
子
メ
ー
ル
を
収
集
し
、
活
用
を
進

め
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ア
ド
レ
ス
の
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
は

ス
マ
ホ
、
ズ
ー
ム
等
の
講
習
会
を
開
い

て
い
ま
す
。ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

■
一
斉
奉
仕
活
動

　
　
10
月
中
旬

■
第
13
回
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り

　
　
11
月
12
日
〜
13
日

■
地
区
懇
談
会

　
　
11
月
下
旬
〜

■
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業

　
本
年
度
は「
寄
せ
植
え
講
習
」（
９
月
）

「
そ
ば
打
ち
講
習
」（
11
月
）
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。新
規
入
会
の
お
誘
い

を
兼
ね
、お
友
達
な
ど
に
ご
案
内
く
だ

今
後
の
予
定

お
悔
や
み

　申
し
上
げ
ま
す

第112号
令和3年7月15日号

（公社）松本地域シルバー人材センター
会報編集委員会

松本市宮渕本村1番10号
TEL.39-6680 FAX.39-7788
URL：http://www.matumoto-sjc.jp/
E-mail：matumoto@sjc.ne.jp

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
、
す
で
に
２
回
目
の
接
種
を
終

え
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
感
染
し
て

も
症
状
が
出
る
の
を
抑
え
る
効
果
、

症
状
が
出
て
も
重
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
効
果
は
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
感
染
を
防
ぐ

効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
は
は
っ
き

り
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
症
状
が
現

れ
な
い
た
め
、
知
ら
ず
に
感
染
を

広
げ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

社
会
全
体
に
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が

し
っ
か
り
と
確
認
さ
れ
る
ま
で
は

今
行
わ
れ
て
い
る
対
策
を
続
け
る

必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
接
種
を
終
え
て
も
気
を
緩
め
る

こ
と
な
く
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
感

染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
　

（
会
報
編
集
委
員
長
　
櫻
井
）

副
班
長
さ
ん
が

　
　
　
　交
代
さ
れ
ま
し
た

■
白
板
地
区

　
　
　
　 

森
　
　
重
樹
さ
ん

　（
前
任
）
一
之
瀬
　
三
郎
さ
ん

■
波
田
中
地
区

　
　
　
　 

古
畑
　
明
利
さ
ん

　（
前
任
）
村
瀬
　
達
郎
さ
ん

状
は
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
、
配
分

金
が
年
間
１
０
０
０
万
円
を
超
え
な
い

限
り
免
税
事
業
者
で
あ
る
会
員
は
消
費

税
を
納
税
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
以
降
は
、「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」
が
段
階
的
に
導
入
さ
れ
、

配
分
金
に
係
る
消
費
税
の
納
税
が
必
要

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的

な
納
税
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
検
討

段
階
で
す
の
で
、
内
容
が
明
確
に
な
っ

た
時
点
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
派
遣
を
除
く
請
負
就
業
の
場
合
、
会

員
は
雇
用
関
係
の
な
い
「
個
人
事
業

主
」
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
再
請

負
の
業
務
を
行
っ
た
位
置
付
け
と
な

り
、
会
員
の
配
分
金
に
は
内
税
と
し
て

消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
来
、「
個
人
事
業
主
」
に
は
消
費

税
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
現

信州大学で新型コロナ対策として消毒作業に携わる会員

学生さんたちが安心して大学生活を送れるよう毎日頑張っています

配
分
金
に
は
消
費
税
が

　
　
　
　含
ま
れ
て
い
ま
す 

　
　
　
　
　

配
分
金
に
は
消
費
税
が

　
　
　
　含
ま
れ
て
い
ま
す 

　
　
　
　
　

●配分金支払日●

７月15日（木）
８月16日（月）
９月15日（水）
10月15日（金）
11月15日（月）
12月15日（水）
１月17日（月）

６月分

７月分

８月分

９月分

10月分

11月分

12月分

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

■
連
絡
先
ア
ド
レ
ス

　M
atum

oto -108@
sjc.ne.jp

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
６
３-

39-

６
６
８
０

さ
い
。詳
細
は
後
日
新
聞
広
告
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（
あ
く
ま
で
も
予
定
で
あ
り
、
今
後
の

状
況
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

広域シルバーまつもと令和3年7月15日

ー 6 ー



新役員体制

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
も
う
し
ば
ら

く
の
間
、
感
染
拡
大
に
ご
注
意
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
設
立
の
原
点

で
も
あ
る
「
地
域
へ
の
貢
献
」
の
理
念

を
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
発
展
の
た

め
令
和
３
年
度
も
会
員
各
位
の
ご
尽
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大

す
る
中
、昨
年
度
は
公
共
施
設
休
業
等

が
影
響
し
、当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績

は
約
７
億
９
千
万
円
、前
年
比

４
・
２
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
で
も
、
影
響
は
続
く
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
長
期
的
に
は
国

の
進
め
る
生
涯
現
役
社
会
構

築
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
益
々
重

要
に
な
り
ま
す
。

　
企
業
等
の
継
続
雇
用
の
拡

大
な
ど
、
社
会
状
況
は
、
シ

ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
も

含
め
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

　
堀
川
　
友
清
　
　
横
内
　
秀
夫

　
清
井
　
哲
雄
　
　
山
崎
　
徳
江

　
荒
井
　
　
明
　
　
岡
村
　
正
和

　
市
川
　
豊
春
　
　
小
櫻
　
治
美

　
栁
澤
　
明
寛
　
　
下
島
　
　
勉

　
田
中
　
一
吉
　
　
腰
原
　
由
美

　
野
村
　
高
義
　
　
小
木
曽
や
よ
い

　
横
谷
順
三
郎
　
　
内
條
　
盛
夫
　

　
臼
井
今
朝
幸
　
　
新
谷
　
祐
治

　
米
山
　
多
重
　
　
洞
澤
　
昭
雄

　
小
林
　
益
人
　
　
清
水
　
一
宏

　
内
沢
　
久
雄
　
　
山
﨑
　
繁
門

　
大
垣
　
京
子
　
　
藤
﨑
紀
美
子

　
井
口
　
仁
子
　
　
上
野
　
昭
子

　
古
畑
　
隆
雄
　
　
太
田
　
光
夫

　
百
瀬
　
慶
治
　
　
王
鷲
　
　
武

　
寺
西
　
正
樹
　
　
村
松
　
宣
秀

会
員
業
績
功
労
表
彰

令和２年度 事業実績

　
５
月
28
日
（
金
）

松
本
市
音
楽
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て

令
和
３
年
度
定
時

総
会
が
開
催
さ

れ
、
定
款
の
改
正

や
実
績
報
告
・
決

算
、
新
役
員
の
選

任
等
の
議
案
は
全

て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
未
曾
有
の
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受

け
た
令
和
２
年
度

は
、
事
業
実
績
が

前
年
を
下
回
る
と

と
も
に
、
シ
ル

バ
ー
ま
つ
り
等
の

催
し
が
中
止
と
な
る
等
、
会
員
相
互
の

交
流
や
地
域
で
の
活
動
が
停
滞
す
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
３
年
度
は
、
ま
す

ま
す
期
待
が
高
ま
る
高
齢
者
の
働
く
環

境
づ
く
り
に
努
め
、
会
員
増
と
就
業
機

会
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１. 会員登録数
　　会員数　1,612 人
　　前年度比　▲1.9％（▲32人）
２. 就業実績
　◆契約金額　７億 9,136 万円
　　前年度比　▲4.2％（▲3,493 万円）
　◆契約件数　5,017 件
　　前年度比　▲3.6％
　◆就業延人員　165,199 人日
　　前年度比　▲5.2％（▲9,041 人日）

遠藤　章司さん
（庄内）

受賞の喜び受賞の喜び
　
会
員
ひ
と
り
一
会
員
募
集
活
動
功

労
表
彰
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

（令和３年３月末現在）

　
遠
藤
　
章
司
　
　
小
林
　
益
人

　
伴
　
　
順
一
　
　
武
井
　
勝
美

会
員
ひ
と
り
一
会
員

　
　
　
　
　募
集
活
動
功
労
表
彰

ざ
い
ま
し
た
。

　
剪
定
班
と
し
て
活
動
し
、
先
輩
方
の

築
い
た
お
客
様
を
大
切
に
し
、
お
会
い

し
て
話
を
す
る
こ
と
が
仕
事
を
す
る
楽

し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、昨
年
は
特
に
人
員
が
不
足

し
、皆
で
勧
誘
の
声
か
け
を
し
ま
し
た
。

　
仕
事
先
で
も
、
該
当
し
そ
う
な
方
に

は
一
言
「
シ
ル
バ
ー
で
働
き
ま
せ
ん
か
」

青木理事長あいさつ新役員の皆さん

米山多重さん

遠藤章司さん

定時総会の様子

コ
ロ
ナ
禍
の
今

　
　地
域
貢
献
の
理
念
を

表彰おめでとう
　　　　 ございます
表彰おめでとう
　　　　 ございます

　定時総会の席上、就業実績の他、奉仕活動、
地区懇談会にも積極的に参加されるなど、会員
としてセンター事業の発展に寄与し、その業績
が顕著な方34名と、新規会員を二人以上紹介
いただき、会員増の取り組みに功績のあった方
４名の方々が表彰されました

と
声
掛
け
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
取
り
組
み
が
今
回
の
表

彰
に
つ
な
が
っ
た
か
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

令和３年度定時総会開催
新理事・監事を承認

コ
ロ
ナ
禍
で
実
績
悪
化

　
　 イ
ベ
ン
ト
の
中
止
あ
い
つ
ぐ

　
不
慣
れ
で
あ
り
ま
す
が
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
総
務
部
会
と

は
、
専
門
部
会
設
置
要
綱
に
基
づ
き
セ

ン
タ
ー
の
事
業
運
営
を
、よ
り
効
率
的

に
推
進
す
る
部
会
と
し
て
種
別
し
、構

成
は
、理
事
８
名
で
す
。
審
議
す
る
事

項
は
、総
務
、財
務
及
び
組
織
、会
員
の

安
全
衛
生
、会
員
の
福
利
厚
生
、会
員

総務委員長
市原富美敏

お願
いします
よろしく

の
入
会
促
進
等
全
８
項
目
に
関
す
る
課

題
で
、審
議
後
は
理
事
会
に
報
告
し
ま

す
。
今
期
の
重
点
課
題
は
、何
と
い
っ

て
も
入
会
促
進
で
す
。
理
由
と
し
て
、

わ
が
国
は
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
中

で
、国
を
挙
げ
、働
く
意
欲
と
能
力
の

あ
る
高
齢
者
が
活
躍
出
来
る
「
生
涯
現

役
社
会
」
の
構
築
が
進
み
、セ
ン
タ
ー

の
役
割
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
よ
っ
て
、
総
務
委
員
会
と
し

て
は
、い
か
に
Ｐ
Ｒ
し
て
資
質
の
高
い

会
員
を
獲
得
す
る
か
を
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

< 理　事　18人 >
理 事 長　青木　敏和
副理事長　村山　康文
専務理事・事務局長　矢久保　学
　逢澤　京子 
　市川　豊春
　市原富美敏 
　齋藤　　篤
　櫻井　貞文 
　竹内　保子
　古畑　隆雄
　多田井健治（新任） 
　成澤　　泉（新任）
　東山　厚生（新任） 
　矢田　順二（新任） 
　渡辺　　孝（新任）
　平林　恭子（松本市健康福祉部）
　赤羽　　勝（松本商工会議所）
　平沢　昭久（JA松本ハイランド）

< 監　事　２人 >
　横谷順三郎
　宮坂　啓子（新任）

ー 2 ーー 3 ー
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新役員体制

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
も
う
し
ば
ら

く
の
間
、
感
染
拡
大
に
ご
注
意
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
設
立
の
原
点

で
も
あ
る
「
地
域
へ
の
貢
献
」
の
理
念

を
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
発
展
の
た

め
令
和
３
年
度
も
会
員
各
位
の
ご
尽
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大

す
る
中
、昨
年
度
は
公
共
施
設
休
業
等

が
影
響
し
、当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績

は
約
７
億
９
千
万
円
、前
年
比

４
・
２
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
で
も
、
影
響
は
続
く
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
長
期
的
に
は
国

の
進
め
る
生
涯
現
役
社
会
構

築
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
益
々
重

要
に
な
り
ま
す
。

　
企
業
等
の
継
続
雇
用
の
拡

大
な
ど
、
社
会
状
況
は
、
シ

ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
も

含
め
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

　
堀
川
　
友
清
　
　
横
内
　
秀
夫

　
清
井
　
哲
雄
　
　
山
崎
　
徳
江

　
荒
井
　
　
明
　
　
岡
村
　
正
和

　
市
川
　
豊
春
　
　
小
櫻
　
治
美

　
栁
澤
　
明
寛
　
　
下
島
　
　
勉

　
田
中
　
一
吉
　
　
腰
原
　
由
美

　
野
村
　
高
義
　
　
小
木
曽
や
よ
い

　
横
谷
順
三
郎
　
　
内
條
　
盛
夫
　

　
臼
井
今
朝
幸
　
　
新
谷
　
祐
治

　
米
山
　
多
重
　
　
洞
澤
　
昭
雄

　
小
林
　
益
人
　
　
清
水
　
一
宏

　
内
沢
　
久
雄
　
　
山
﨑
　
繁
門

　
大
垣
　
京
子
　
　
藤
﨑
紀
美
子

　
井
口
　
仁
子
　
　
上
野
　
昭
子

　
古
畑
　
隆
雄
　
　
太
田
　
光
夫

　
百
瀬
　
慶
治
　
　
王
鷲
　
　
武

　
寺
西
　
正
樹
　
　
村
松
　
宣
秀

会
員
業
績
功
労
表
彰

令和２年度 事業実績

　
５
月
28
日
（
金
）

松
本
市
音
楽
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て

令
和
３
年
度
定
時

総
会
が
開
催
さ

れ
、
定
款
の
改
正

や
実
績
報
告
・
決

算
、
新
役
員
の
選

任
等
の
議
案
は
全

て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
未
曾
有
の
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受

け
た
令
和
２
年
度

は
、
事
業
実
績
が

前
年
を
下
回
る
と

と
も
に
、
シ
ル

バ
ー
ま
つ
り
等
の

催
し
が
中
止
と
な
る
等
、
会
員
相
互
の

交
流
や
地
域
で
の
活
動
が
停
滞
す
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
３
年
度
は
、
ま
す

ま
す
期
待
が
高
ま
る
高
齢
者
の
働
く
環

境
づ
く
り
に
努
め
、
会
員
増
と
就
業
機

会
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１. 会員登録数
　　会員数　1,612 人
　　前年度比　▲1.9％（▲32人）
２. 就業実績
　◆契約金額　７億 9,136 万円
　　前年度比　▲4.2％（▲3,493 万円）
　◆契約件数　5,017 件
　　前年度比　▲3.6％
　◆就業延人員　165,199 人日
　　前年度比　▲5.2％（▲9,041 人日）

遠藤　章司さん
（庄内）

受賞の喜び受賞の喜び
　
会
員
ひ
と
り
一
会
員
募
集
活
動
功

労
表
彰
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

（令和３年３月末現在）

　
遠
藤
　
章
司
　
　
小
林
　
益
人

　
伴
　
　
順
一
　
　
武
井
　
勝
美

会
員
ひ
と
り
一
会
員

　
　
　
　
　募
集
活
動
功
労
表
彰

ざ
い
ま
し
た
。

　
剪
定
班
と
し
て
活
動
し
、
先
輩
方
の

築
い
た
お
客
様
を
大
切
に
し
、
お
会
い

し
て
話
を
す
る
こ
と
が
仕
事
を
す
る
楽

し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、昨
年
は
特
に
人
員
が
不
足

し
、皆
で
勧
誘
の
声
か
け
を
し
ま
し
た
。

　
仕
事
先
で
も
、
該
当
し
そ
う
な
方
に

は
一
言
「
シ
ル
バ
ー
で
働
き
ま
せ
ん
か
」

青木理事長あいさつ新役員の皆さん

米山多重さん

遠藤章司さん

定時総会の様子

コ
ロ
ナ
禍
の
今

　
　地
域
貢
献
の
理
念
を

表彰おめでとう
　　　　 ございます
表彰おめでとう
　　　　 ございます

　定時総会の席上、就業実績の他、奉仕活動、
地区懇談会にも積極的に参加されるなど、会員
としてセンター事業の発展に寄与し、その業績
が顕著な方34名と、新規会員を二人以上紹介
いただき、会員増の取り組みに功績のあった方
４名の方々が表彰されました

と
声
掛
け
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
取
り
組
み
が
今
回
の
表

彰
に
つ
な
が
っ
た
か
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

令和３年度定時総会開催
新理事・監事を承認

コ
ロ
ナ
禍
で
実
績
悪
化

　
　 イ
ベ
ン
ト
の
中
止
あ
い
つ
ぐ

　
不
慣
れ
で
あ
り
ま
す
が
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
総
務
部
会
と

は
、
専
門
部
会
設
置
要
綱
に
基
づ
き
セ

ン
タ
ー
の
事
業
運
営
を
、よ
り
効
率
的

に
推
進
す
る
部
会
と
し
て
種
別
し
、構

成
は
、理
事
８
名
で
す
。
審
議
す
る
事

項
は
、総
務
、財
務
及
び
組
織
、会
員
の

安
全
衛
生
、会
員
の
福
利
厚
生
、会
員

総務委員長
市原富美敏

お願
いします
よろしく

の
入
会
促
進
等
全
８
項
目
に
関
す
る
課

題
で
、審
議
後
は
理
事
会
に
報
告
し
ま

す
。
今
期
の
重
点
課
題
は
、何
と
い
っ

て
も
入
会
促
進
で
す
。
理
由
と
し
て
、

わ
が
国
は
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
中

で
、国
を
挙
げ
、働
く
意
欲
と
能
力
の

あ
る
高
齢
者
が
活
躍
出
来
る
「
生
涯
現

役
社
会
」
の
構
築
が
進
み
、セ
ン
タ
ー

の
役
割
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
よ
っ
て
、
総
務
委
員
会
と
し

て
は
、い
か
に
Ｐ
Ｒ
し
て
資
質
の
高
い

会
員
を
獲
得
す
る
か
を
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

< 理　事　18人 >
理 事 長　青木　敏和
副理事長　村山　康文
専務理事・事務局長　矢久保　学
　逢澤　京子 
　市川　豊春
　市原富美敏 
　齋藤　　篤
　櫻井　貞文 
　竹内　保子
　古畑　隆雄
　多田井健治（新任） 
　成澤　　泉（新任）
　東山　厚生（新任） 
　矢田　順二（新任） 
　渡辺　　孝（新任）
　平林　恭子（松本市健康福祉部）
　赤羽　　勝（松本商工会議所）
　平沢　昭久（JA松本ハイランド）

< 監　事　２人 >
　横谷順三郎
　宮坂　啓子（新任）
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広域シルバーまつもと令和3年7月15日広域シルバーまつもと 令和3年7月15日



　
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業
は

国
の
委
託
事
業
で
、一
般
の
高
齢
者
の

方
な
ど
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
理

解
を
深
め
て

い
た
だ
く
事

を
目
的
と
し

て
県
連
合
会

と
と
も
に
実

施
し
て
い
ま

す
。
令
和
２

年
度
は
９
月

に
り
ん
ご
栽

部
会
・
委
員
会
を

　
　
　
　

  

　活
発
に
！

部
会
・
委
員
会
を

　
　
　
　

  

　活
発
に
！

会
で
は
、
配
分
金
や
適
正
就
業
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

 

他
方
、
専
門
委
員
会
に
は
安
全
、
会
報

編
集
、
女
性
、
情
報
化
推
進
の
４
つ
の

委
員
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

精
力
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
秋
の
剪
定
講
習
に
参
加
し
た
。
厚
く

布
団
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
な
ク
ロ
マ
ツ
が

講
師
の
先
生
の
指
導
に
よ
り
一
芽
ご
と

剪
定
し
た
後
、
見
上
げ
る
と
青
空
が
見

え
、
マ
ツ
が
生
き
生
き
し
て
い
た
。

　
退
職
後
、
こ
の
剪
定
作
業
を
人
生
の

生
き
甲
斐
と
し
て
考
え
、
３
月
の
剪

定
講
習
会
に
参
加
し
た
。

　
今
は
、
先
輩
に
聞
き
な
が
ら
剪
定

を
任
さ
れ
て
い
る
が
、
本
当
に
こ
れ

を
切
っ
て
、
残
し
て
良
い
の
か
迷
い

な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

　
答
え
は
秋
に
、
一
年
後
に
・
・
・
出

て
く
る
。
そ
の
時
に
胸
を
張
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

作
業
を
安
全
に
で
き
る
こ
と
が
最
も

大
事
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
事
業
運
営
に
お
け
る
様
々
な
課
題

に
対
し
て
適
時
適
切
に
対
応
し
、
会

員
の
自
主
的
、
主
体
的
な
運
営
実
現

を
目
指
し
た
活
動
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
令
和
３
年
度
は
専
門
部
会
や

委
員
会
の
活
動
の
一
層
の
充
実
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
部
会
に
は
、
総
務
部
と
事
業
部
の

２
つ
が
あ
り
ま
す
。
総
務
部
会
で

は
、
会
員
の
拡
大
、
女
性
会
員
の
活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
事
業
部

　
恒
例
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
今
年
も
４
月
27

日
〜
５
月
２
日
の
間
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
所
前
で
野
菜
苗
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
き
大
変
好
評
で
多
く
の
方

に
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安全委員会のパトロール（７月16日）

りんごの葉摘み作業（９月15日）

剪定講習会

野菜苗販売

　「
毎
日
が
日
曜
」の
主
婦
に
な
り
、
悠
々

自
適
な
生
活
を
、
畑
で
野
菜
作
り
を
と

夢
見
た
の
も
束
の
間
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、

一
日
中
畑
仕
事
は
で
き
ず
、
午
後
の
時
間

を
持
て
余
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
友

人
に
も
勧
め
ら
れ
、
３
月
に
シ
ル
バ
ー
に

入
会
。

　
４
月
か
ら
は
、
午
後
３
時
間
の
特
養

の
仕
事
に
就
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
老

人
性
膝
関
節
症
、
す
べ
り
症
な
ど
、
足
腰

も
弱
っ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
は
月
の
半
分

位
な
の
で
何
と
か
体
を
休
め
な
が
ら
頑

培
体
験
講
習
、10
月
と
11
月
に
庭
木
・

庭
園
管
理
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。り

ん
ご
栽
培
講
習
で
は
シ
ル
バ
ー
運
営

の
り
ん
ご
園
で
葉
摘
み
、玉
回
し
作
業

を
、庭
木
・
庭
園
管
理
講
習
で
は
両
島

浄
化
セ
ン
タ
ー
や
あ
ず
さ
セ
ン
タ
ー

の
緑
地
で
様
々
な
種
類
の
樹
木
の
剪

定
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。一
般
の
方

を
中
心
に
合
わ
せ
て
49
人
が
参
加
し
、

そ
の
内
14
人
が
入
会
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
い
昨
年
度
中
止
と

し
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
郷
土
料
理
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
会
員
増
に
繋

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

野
菜
苗
の
販
売
今
年
も
人
気

安全･適正就業 強化月間

これくらい　前はできたと過信せず
〈 令和２年度長野県シルバー人材センター連合会最優秀安全標語 〉

「任せとけ」慣れた作業に事故潜む
〈 令和２年度松本地域シルバー人材センター最優秀安全標語 〉

剪定の技能を学ぶ

　
１
対
29
対
３
０
０
の
法
則
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
１
件
の
重
大
事
故
や
災

害
に
対
し
、
そ
の
裏
に
は
29
件
の
軽
微

な
事
故
、
３
０
０
件
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
、
数
千
に
及
ぶ
不
安
全
な
状
態
や
行

動
が
潜
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
事
故
災
害
を
防
ぐ
に

は
、
常
日
頃
の
作
業
の
中
で
不
安
全
な

環
境
や
作
業
方
法
が
無
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
災
害
の
芽
を
減
ら
す
工
夫
が

必
要
で
す
。

　
令
和
２
年
度
は
21
件
の
事
故
が
発
生

　
３
月
30
日
（
火
）
に
、
両
島

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
新
人
剪
定
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
キ
ラ
キ
ラ
の
新
人
会

員
が
11
名
参
加
し
脚
立
、
梯
子

の
正
し
い
使
用
方
法
か
ら
始
ま

り
Ｋ
Ｙ
Ｔ（
危
険
予
知
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
）
講
習
後
、
松
、
も
み

じ
、
レ
ッ
ド
ロ
ビ
ン
の
生
垣
等

の
実
技
講
習
を
、
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
ま
で
受
け
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
そ
れ
を
生
か
し
、

剪
定
講
習
会
に
参
加
し
て

し
ま
し
た
。
一
昨
年
と
比
較
し
10
件
増

で
す
。
作
業
開
始
前
、
過
去
の
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
を
共
有
し
、
事
故
を
絶
対
起
こ

さ
な
い
取
り
組
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

怪
我
無
く
生
き
生
き
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

各
班
で
就
業
を
開
始
し
、
剪
定
班
は
平
均

年
齢
も
若
返
り
活
気
に
満
ち
、
皆
で
力
を

合
わ
せ
て
、
大
き
な
仕
事
も
小
さ
な
仕
事

も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
活
躍
人
材

　
　
　
　
　確
保
育
成
事
業

衛
生
委
員
会
だ
よ
り

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
会
員
の
健
康
管

理
や
安
全
衛
生
環
境
の
向
上
を
目
的
と

す
る
衛
生
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
産
業
医
に
は
、
折

井
医
師
を
お
願
い
し
、
安
全
衛
生
法
に

基
づ
い
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
初
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
へ
の
具
体
的
な
予
防
策
に

つ
い
て
協
議
し
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
の

ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
や
検
温
、
机
・
椅

子
の
消
毒
等
の
具
体
的
な
対
策
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
派
遣
会
員
を
中
心
に
初
め
て

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
も
実
施
し
、
特
に

問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
会
員
の

健
康
診
断
受
診
を

促
進
し
て
い
き
ま

す
。

張
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
に
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
が
決
ま

り
も
う
暫
く
は
健
康
維
持
の
為
、
社
会

参
加
の
為
、
働
け
る
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

宮
坂
　京
子
さ
ん

（
梓
川
）

新
入
会
員
の
声

新
入
会
員
の
声

村
上
　昌
弘
さ
ん

（
和
田
）

安
全
委
員
長

齋
藤

　篤

安
全
第
一
を
会
員
に
徹
底

～新職員の紹介～

よろしくお願いいたします。

◎庶務担当　係長
　　　青木　一晟
◎業務担当 （除草業務等担当）
　　　西牧　和夫
◎業務担当 （派遣業務等担当）
　　　大月　康司
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高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業
は

国
の
委
託
事
業
で
、一
般
の
高
齢
者
の

方
な
ど
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
理

解
を
深
め
て

い
た
だ
く
事

を
目
的
と
し

て
県
連
合
会

と
と
も
に
実

施
し
て
い
ま

す
。
令
和
２

年
度
は
９
月

に
り
ん
ご
栽

部
会
・
委
員
会
を

　
　
　
　

  

　活
発
に
！

部
会
・
委
員
会
を

　
　
　
　

  

　活
発
に
！

会
で
は
、
配
分
金
や
適
正
就
業
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

 

他
方
、
専
門
委
員
会
に
は
安
全
、
会
報

編
集
、
女
性
、
情
報
化
推
進
の
４
つ
の

委
員
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

精
力
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
秋
の
剪
定
講
習
に
参
加
し
た
。
厚
く

布
団
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
な
ク
ロ
マ
ツ
が

講
師
の
先
生
の
指
導
に
よ
り
一
芽
ご
と

剪
定
し
た
後
、
見
上
げ
る
と
青
空
が
見

え
、
マ
ツ
が
生
き
生
き
し
て
い
た
。

　
退
職
後
、
こ
の
剪
定
作
業
を
人
生
の

生
き
甲
斐
と
し
て
考
え
、
３
月
の
剪

定
講
習
会
に
参
加
し
た
。

　
今
は
、
先
輩
に
聞
き
な
が
ら
剪
定

を
任
さ
れ
て
い
る
が
、
本
当
に
こ
れ

を
切
っ
て
、
残
し
て
良
い
の
か
迷
い

な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

　
答
え
は
秋
に
、
一
年
後
に
・
・
・
出

て
く
る
。
そ
の
時
に
胸
を
張
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

作
業
を
安
全
に
で
き
る
こ
と
が
最
も

大
事
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
事
業
運
営
に
お
け
る
様
々
な
課
題

に
対
し
て
適
時
適
切
に
対
応
し
、
会

員
の
自
主
的
、
主
体
的
な
運
営
実
現

を
目
指
し
た
活
動
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
令
和
３
年
度
は
専
門
部
会
や

委
員
会
の
活
動
の
一
層
の
充
実
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
部
会
に
は
、
総
務
部
と
事
業
部
の

２
つ
が
あ
り
ま
す
。
総
務
部
会
で

は
、
会
員
の
拡
大
、
女
性
会
員
の
活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
事
業
部

　
恒
例
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
今
年
も
４
月
27

日
〜
５
月
２
日
の
間
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
所
前
で
野
菜
苗
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
き
大
変
好
評
で
多
く
の
方

に
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安全委員会のパトロール（７月16日）

りんごの葉摘み作業（９月15日）

剪定講習会

野菜苗販売

　「
毎
日
が
日
曜
」の
主
婦
に
な
り
、
悠
々

自
適
な
生
活
を
、
畑
で
野
菜
作
り
を
と

夢
見
た
の
も
束
の
間
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、

一
日
中
畑
仕
事
は
で
き
ず
、
午
後
の
時
間

を
持
て
余
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
友

人
に
も
勧
め
ら
れ
、
３
月
に
シ
ル
バ
ー
に

入
会
。

　
４
月
か
ら
は
、
午
後
３
時
間
の
特
養

の
仕
事
に
就
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
老

人
性
膝
関
節
症
、
す
べ
り
症
な
ど
、
足
腰

も
弱
っ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
は
月
の
半
分

位
な
の
で
何
と
か
体
を
休
め
な
が
ら
頑

培
体
験
講
習
、10
月
と
11
月
に
庭
木
・

庭
園
管
理
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。り

ん
ご
栽
培
講
習
で
は
シ
ル
バ
ー
運
営

の
り
ん
ご
園
で
葉
摘
み
、玉
回
し
作
業

を
、庭
木
・
庭
園
管
理
講
習
で
は
両
島

浄
化
セ
ン
タ
ー
や
あ
ず
さ
セ
ン
タ
ー

の
緑
地
で
様
々
な
種
類
の
樹
木
の
剪

定
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。一
般
の
方

を
中
心
に
合
わ
せ
て
49
人
が
参
加
し
、

そ
の
内
14
人
が
入
会
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
い
昨
年
度
中
止
と

し
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
郷
土
料
理
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
会
員
増
に
繋

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

野
菜
苗
の
販
売
今
年
も
人
気

安全･適正就業 強化月間

これくらい　前はできたと過信せず
〈 令和２年度長野県シルバー人材センター連合会最優秀安全標語 〉

「任せとけ」慣れた作業に事故潜む
〈 令和２年度松本地域シルバー人材センター最優秀安全標語 〉

剪定の技能を学ぶ

　
１
対
29
対
３
０
０
の
法
則
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
１
件
の
重
大
事
故
や
災

害
に
対
し
、
そ
の
裏
に
は
29
件
の
軽
微

な
事
故
、
３
０
０
件
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
、
数
千
に
及
ぶ
不
安
全
な
状
態
や
行

動
が
潜
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
事
故
災
害
を
防
ぐ
に

は
、
常
日
頃
の
作
業
の
中
で
不
安
全
な

環
境
や
作
業
方
法
が
無
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
災
害
の
芽
を
減
ら
す
工
夫
が

必
要
で
す
。

　
令
和
２
年
度
は
21
件
の
事
故
が
発
生

　
３
月
30
日
（
火
）
に
、
両
島

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
新
人
剪
定
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
キ
ラ
キ
ラ
の
新
人
会

員
が
11
名
参
加
し
脚
立
、
梯
子

の
正
し
い
使
用
方
法
か
ら
始
ま

り
Ｋ
Ｙ
Ｔ（
危
険
予
知
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
）
講
習
後
、
松
、
も
み

じ
、
レ
ッ
ド
ロ
ビ
ン
の
生
垣
等

の
実
技
講
習
を
、
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
ま
で
受
け
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
そ
れ
を
生
か
し
、

剪
定
講
習
会
に
参
加
し
て

し
ま
し
た
。
一
昨
年
と
比
較
し
10
件
増

で
す
。
作
業
開
始
前
、
過
去
の
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
を
共
有
し
、
事
故
を
絶
対
起
こ

さ
な
い
取
り
組
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

怪
我
無
く
生
き
生
き
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

各
班
で
就
業
を
開
始
し
、
剪
定
班
は
平
均

年
齢
も
若
返
り
活
気
に
満
ち
、
皆
で
力
を

合
わ
せ
て
、
大
き
な
仕
事
も
小
さ
な
仕
事

も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
活
躍
人
材

　
　
　
　
　確
保
育
成
事
業

衛
生
委
員
会
だ
よ
り

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
会
員
の
健
康
管

理
や
安
全
衛
生
環
境
の
向
上
を
目
的
と

す
る
衛
生
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
産
業
医
に
は
、
折

井
医
師
を
お
願
い
し
、
安
全
衛
生
法
に

基
づ
い
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
初
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
へ
の
具
体
的
な
予
防
策
に

つ
い
て
協
議
し
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
の

ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
や
検
温
、
机
・
椅

子
の
消
毒
等
の
具
体
的
な
対
策
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
派
遣
会
員
を
中
心
に
初
め
て

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
も
実
施
し
、
特
に

問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
会
員
の

健
康
診
断
受
診
を

促
進
し
て
い
き
ま

す
。

張
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
に
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
が
決
ま

り
も
う
暫
く
は
健
康
維
持
の
為
、
社
会

参
加
の
為
、
働
け
る
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

宮
坂
　京
子
さ
ん

（
梓
川
）

新
入
会
員
の
声

新
入
会
員
の
声

村
上
　昌
弘
さ
ん

（
和
田
）

安
全
委
員
長

齋
藤

　篤

安
全
第
一
を
会
員
に
徹
底

～新職員の紹介～

よろしくお願いいたします。

◎庶務担当　係長
　　　青木　一晟
◎業務担当 （除草業務等担当）
　　　西牧　和夫
◎業務担当 （派遣業務等担当）
　　　大月　康司
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十
二
月
二
十
九
日
　

　
山
下
　
光
臣
　
さ
ん
（
庄
内
）

一
月
七
日

　
原
田
　
　
繁
　
さ
ん
（
神
林
）

一
月
十
二
日

　
三
枝
　
由
美
　
さ
ん
（
東
部
）

一
月
十
三
日

　
山
田
　
謙
次
　
さ
ん
（
梓
川
倭
）

一
月
二
十
二
日

　
夏
目
　
和
雄
　
さ
ん
（
波
田
東
部
）

六
月
十
五
日

　
宇
梶
　
勝
正
　
さ
ん
（
第
３
地
区
）

六
月
二
十
六
日

　
赤
津
　
厚
志
　
さ
ん
（
里
山
辺
）

　
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
は
、
シ
ル
バ
ー

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
環
と
し
て
会
員

の
電
子
メ
ー
ル
を
収
集
し
、
活
用
を
進

め
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ア
ド
レ
ス
の
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
は

ス
マ
ホ
、
ズ
ー
ム
等
の
講
習
会
を
開
い

て
い
ま
す
。ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

■
一
斉
奉
仕
活
動

　
　
10
月
中
旬

■
第
13
回
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り

　
　
11
月
12
日
〜
13
日

■
地
区
懇
談
会

　
　
11
月
下
旬
〜

■
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業

　
本
年
度
は「
寄
せ
植
え
講
習
」（
９
月
）

「
そ
ば
打
ち
講
習
」（
11
月
）
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。新
規
入
会
の
お
誘
い

を
兼
ね
、お
友
達
な
ど
に
ご
案
内
く
だ

今
後
の
予
定

お
悔
や
み

　申
し
上
げ
ま
す

第112号
令和3年7月15日号

（公社）松本地域シルバー人材センター
会報編集委員会

松本市宮渕本村1番10号
TEL.39-6680 FAX.39-7788
URL：http://www.matumoto-sjc.jp/
E-mail：matumoto@sjc.ne.jp

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
、
す
で
に
２
回
目
の
接
種
を
終

え
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
感
染
し
て

も
症
状
が
出
る
の
を
抑
え
る
効
果
、

症
状
が
出
て
も
重
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
効
果
は
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
感
染
を
防
ぐ

効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
は
は
っ
き

り
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
症
状
が
現

れ
な
い
た
め
、
知
ら
ず
に
感
染
を

広
げ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

社
会
全
体
に
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が

し
っ
か
り
と
確
認
さ
れ
る
ま
で
は

今
行
わ
れ
て
い
る
対
策
を
続
け
る

必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
接
種
を
終
え
て
も
気
を
緩
め
る

こ
と
な
く
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
感

染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
　

（
会
報
編
集
委
員
長
　
櫻
井
）

副
班
長
さ
ん
が

　
　
　
　交
代
さ
れ
ま
し
た

■
白
板
地
区

　
　
　
　 

森
　
　
重
樹
さ
ん

　（
前
任
）
一
之
瀬
　
三
郎
さ
ん

■
波
田
中
地
区

　
　
　
　 

古
畑
　
明
利
さ
ん

　（
前
任
）
村
瀬
　
達
郎
さ
ん

状
は
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
、
配
分

金
が
年
間
１
０
０
０
万
円
を
超
え
な
い

限
り
免
税
事
業
者
で
あ
る
会
員
は
消
費

税
を
納
税
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
以
降
は
、「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」
が
段
階
的
に
導
入
さ
れ
、

配
分
金
に
係
る
消
費
税
の
納
税
が
必
要

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的

な
納
税
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
検
討

段
階
で
す
の
で
、
内
容
が
明
確
に
な
っ

た
時
点
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
派
遣
を
除
く
請
負
就
業
の
場
合
、
会

員
は
雇
用
関
係
の
な
い
「
個
人
事
業

主
」
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
再
請

負
の
業
務
を
行
っ
た
位
置
付
け
と
な

り
、
会
員
の
配
分
金
に
は
内
税
と
し
て

消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
来
、「
個
人
事
業
主
」
に
は
消
費

税
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
現

信州大学で新型コロナ対策として消毒作業に携わる会員

学生さんたちが安心して大学生活を送れるよう毎日頑張っています

配
分
金
に
は
消
費
税
が

　
　
　
　含
ま
れ
て
い
ま
す 

　
　
　
　
　

配
分
金
に
は
消
費
税
が

　
　
　
　含
ま
れ
て
い
ま
す 

　
　
　
　
　

●配分金支払日●

７月15日（木）
８月16日（月）
９月15日（水）
10月15日（金）
11月15日（月）
12月15日（水）
１月17日（月）

６月分

７月分

８月分

９月分

10月分

11月分

12月分

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

■
連
絡
先
ア
ド
レ
ス

　M
atum

oto -108@
sjc.ne.jp

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
６
３-

39-

６
６
８
０

さ
い
。詳
細
は
後
日
新
聞
広
告
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（
あ
く
ま
で
も
予
定
で
あ
り
、
今
後
の

状
況
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

広域シルバーまつもと令和3年7月15日
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